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「わかる」「できる」「楽しい」授業づくり令和
６年度

運動の日常化・習慣化となる「一校一実践」の取組、日々の授業改善、体育専科や中学校体育教員の実践が広められ
ていることもあり、児童生徒の愛好度は、高い傾向にあります。体育は、「できた」を実感しやすい教科であるため、
個に応じた手立てや場づくりが重要となってきます。今年度の実践を紹介します。

技の動画を作成。技のポイント
を子どもたちと確認している。
いつでも見ることができる。

日々の学びの振り返りをいつでも
確認できるようにしている。

『Googleフォーム』で「小テスト」を作成。
すぐに採点ができ、回答の解説をつけることで学び
直しができる。

体づくり運動では、『二人組ラジオ体操』を導入。友だ
ちと協力してリズムよく、楽しい準備体操をしている。

技を撮影し、動きを確認。
友だちにアドバイスや良かった
ところを交流している。

学びの足あと 友だちと一緒に

学び合いの場 スピード感ある
フィードバック

具体的な動きのポイントを
写真で示している。


